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本
市
に
は
、
素
晴
ら
し
い
先
人
の
足
跡

や
、
誇
る
べ
き
文
化
、
歴
史
、
伝
統
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
人
づ

く
り
に
対
す
る
考
え
方
を
、
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

ま
た
、
規
範
意
識
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
家

庭
や
学
校
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
め
る
よ
う
な
内
容
を
基
本
と
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い
よ

う
、
児
童
生
徒
向
け
も
策
定
し
ま
し
た
。

「
指
針
」
は
五
つ
の
努
力
目
標
と
し
、

①
家
庭
に
期
待
す
る
こ
と

②
学
校
に
期

待
す
る
こ
と

③
地
域
社
会
に
期
待
す
る

こ
と

④
行
政
や
関
係
機
関
に
期
待
す
る

こ
と

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

こ
の
指
針
は
、
旧
喜
多
方
市
が
策
定
し

た
「
未
来
を
拓
く

北
方
人
」
を
基
と
し
、

藤
樹
学
や
喜
多
方
市
生
ま
れ
の
瓜
生
岩
子

刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
ら
先
人
の
教
え
を
尊

重
し
、
ま
た
、
本
市
の
置
か
れ
た
風
土
や

文
化
、
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
、

個
性
豊
か
な
人
間
の
創
造
を
期
待
し
、
家

庭
や
地
域
社
会
、
学
校
そ
し
て
行
政
な
ど

関
係
機
関
に
お
い
て
そ
の
実
現
を
目
指
す

努
力
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。

指
針
の
名
称
は
「
未
来
を
拓ひ

ら

く
喜
多
方

人
」
と
し
、
五
つ
の
努
力
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。

ま
た
、
児
童
生
徒
向
け
の
指
針
と
し
て

は
、「
な
か
よ
く

た
く
ま
し
く

生
き
る
」

と
名
付
け
、
毎
日
の
生
活
で
目
指
す
姿
を

示
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
人
材
の
育
成
、

青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
を
目
的
と
し

「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
有
識
者
で

構
成
さ
れ
た
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
指
針

検
討
委
員
会
」（
委
員
長

鈴
木
充
正
）
に

お
い
て
、
の
べ
10
回
に
わ
た
り
各
界
か
ら

の
様
々
な
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
審

議
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
今
年
５
月
２
日
、

教
育
長
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
検
討
委
員
（
鈴
木
充
正
、
加
藤
崇
、
三

浦
香
、
小
島
雄
一
、
星
宏
一
）

そ
の
後
、
提
言
書
を
基
に
喜
多
方
市
生

涯
学
習
推
進
会
議
の
審
議
を
受
け
、
喜
多

方
市
人
づ
く
り
の
指
針
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。青

少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
社
会
全
体

の
反
映
で
あ
り
、
青
少
年
だ
け
を
対
象
と

し
た
対
策
で
は
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

共
通
の
指
針
の
も
と
に
、
青
少
年
の
心
を

育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針

　

〜
未
来
を
拓
く
喜
多
方
人
〜

中江藤樹

蓮沼門三 瓜生岩子

ひ
ら

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
の
策
定

検討委員会から提言書が
手渡されました

指
針
に
込
め
た
内
容



　広報きたかた　2011.9◯　◯◯

未来を拓く喜多方人
ひら

あいけいああいああいあいけいけいいけけけいいけいいけ

たくまたくたくまたくまくままま

家庭や地域社会、学校そして行政など、関係機関においてその実現を目指す５つの努力目標家家家家家家庭家庭家庭家庭庭庭や庭や庭や庭や庭や地地域や地地域域域社域社域社域社社会社会社会社会会会会、会、学学校学校学校学校校校そ校そ校そ校そそしそしそしそししててしてて行行政行政行政行政政政な政な政な政ななどなどなどなどど 関ど、、関関関係関係関係関係係機係機係機係機機関機関機関機関ににおににおおおいおいおいおいいていていていててそそてそそのの実の実の実の実実現実現実現実現現を現を現を現を目目指目目指指指す指す指す指すす５す５す５す５５つつ５つのの努の努の努の努努努力努力努力努力力目力目力目力目目標標目標標家家家庭家庭庭や庭やや地地域域社域社社会社会会会 学校学校校そ校そそしそししてて行政行政政な政ななどなどど 関関係関係係機係機機関機関ににおおおいていててそその実の実実現実現現を現を目目指指す指すす５す５５つの努の努努力努力力目力目目標標

一つ　強い心・愛敬の心など、豊かな心を持つ人になろう強強強いいい心心心 愛愛愛敬敬敬のの心心心ななどどど、、豊豊豊かかななな心心心ををを持持 人人人にににななろろううう一つ一つ一つつつつつつつつつつつつつつつつつつつ 強強強強強強強強強強い強い強い強い強強い強い強いいいい心いい心いい心いい心心心心心心心心心心心心・心・・心 愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛敬愛敬愛敬愛敬愛敬愛敬愛敬愛敬敬敬敬の敬敬の敬敬の敬敬のののののののののの心心心心心心心心心心な心な心な心な心な心な心な心ななどなどなどなどななどなどなどどどどどどどど、ど、ど、、、、豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊か豊かかなかなかなかなかなかなかなかななな心な心な心な心なな心な心な心心心心心心心心心心をををををををををを持持を持持を持持を持持持つ持つ持つ持つ持つ持つ持つ持つつつ人つ人つ人つ人つつ人つ人つ人人人人に人人に人人に人人にににににににににににななにななにななになななろなろなろなろなろなろなろなろろうろうろうろうろろうろうろうううううううううう強強 心心 愛愛敬敬 心心ななどど 豊豊かかなな心心を持持 人人ににななろろうう
　　　　　　　　 　 人を思いやる心と敬う心を持つとともに、判断力、意志力、人人人人人人人人をを思人をを思人をを思人 思思思い思い思い思思いやいやいやいやいやいややるる心やるる心やるる心心心と心と心と心と心心とと敬と敬と敬と敬と敬と敬敬敬う敬う敬う敬う敬う敬う敬 心心を心を心を心を心心をを持を持を持を持を持を持持持持つ持つ持つ持つ持つ持 とととととととととともともともともとともももにもにもにもにもにもにもに 判判に 判判に、、判、判判判断判断判断判断判判断判断断力断力断力断力断力断力断力力 意力 意力、、意力、意意志意志意志意志意意志志力志力志力志力志力志力力力力力力力、力、力、忍耐力、実行力など忍忍耐忍耐忍耐忍耐忍忍耐耐耐力耐力耐力耐力耐力耐力耐力力力力力力、力、力、実実行実行実行実行実実行実行行行力行力行力行力行力行力行力力な力な力な力な力な力な力などどなどどなどど
　　　　　を養い、心豊かな自己を確立する。　　をを養養 、心心豊豊 なな自自己己を確確立立すする。をををををを養を養を養を養を養を養養い養いい養いい、心心心、心心心豊心豊心豊心豊心豊心豊豊かな豊かかな豊かかなな自な自なな自な自な自自己自己自己自己自己自己己を己を確己を己を確己を己を確確立確立確確立確立確立立す立す立す立す立す立すすするするするするする。。

一つ　命の大切さを知り、心身ともに健康な人になろう命命命ののの大大大切切ささををを知知知りり、心心心身身身ととももににに健健健康康康なな人人人ににになななろろうう一つ一つ一つつつつつつつつつつつつつつつつつつつ　命命命命命命命命命命の命の命の命の命命の命の命のののの大のの大のの大のの大大大大大大大大大大大切切大切切大切切大切切切さ切さ切さ切さ切さ切さ切さ切ささをさをさをさをささをさをさををを知を知を知を知をを知を知を知知知知知知知知知知りりりりりりりりりりり、り、、心心心心心心心心心心身心身心身心身心心身心身心身身身身身身身身身身とととととととととももとももとももともももにもにもにもにもにもにもにもににに健に健に健に健にに健に健に健健健健康健健康健健康健健康康康康康康康康康康康なな康なな康なな康ななな人な人な人な人な人な人な人な人人人に人に人に人に人人に人に人にににになにになにになにになななななななななななろろなろろなろろなろろろうろうろうろうろうろうろうろううううううううう命命 大大切切ささをを知知り 心心身身とももにに健健康康なな人人ににななろろうう
　　　　　　　 　 命の尊さを自覚し、2命命命命命命命命 尊の尊命の尊の尊命のの尊命 尊尊尊さ尊さ尊さ尊さ尊尊さ尊さをさをさをさをさをさをを自自覚を自自覚を自自覚自覚覚し覚し覚し覚し覚覚し覚ししししし、し、22222111111世紀を逞しく生きるため、健康な身体と健全な心を培う。世世世世世紀世紀世紀世紀世世紀世紀紀を紀を紀を紀を紀を紀を紀を逞逞を逞逞を逞逞逞ししくししくししくく生く生く生く生く生く生く生き生き生き生き生き生きるるたるたるたるたるるたためためためためためためめめ 健めめ 健め、め、健健健康健康健康健康健健康健康康な康な康な康な康な康な康な身な身な身な身な身な身身体体体と体体と体体と体と健と健と健と健と健と健健健全健全健全健全健全健全健全なな心な心全な心な心全なな心心を心を心を心を心心をを培を培を培を培を培を培培培うう培うう培うう。培 。。。

一つ　郷土の自然や文化、歴史、伝統に誇りを持ち、一一一つつつつつつつつつつつ　郷郷郷郷郷郷郷土郷土郷土郷土郷土土土の土土の土ののののののの自自の自自の自自然自然自然自然自然然然や然や然や然や然やや文や文や文や文や文文文文文文文化化化文化化文化化化、化、化、化、歴歴歴歴歴歴歴史歴史歴史歴史歴史史史史史史、、、、伝伝伝伝伝伝統伝統伝統伝統伝統統統に統に統に統に統ににに誇にに誇に誇誇誇誇誇誇誇り誇り誇り誇り誇りりをりをりをりをりををを持を持を持を持を持持持ち持持ち持ちちちちちちち、ち、、ち、一つ一つつつつつつつつつ 郷郷郷郷郷郷土郷郷土郷土郷土土土土の土土ののののの自の自自の自自自然自然自然自然自然然や然然や然や然やや文やや文や文や文文文文文文化文化化文化化化化化化化 歴歴歴歴歴歴史歴歴史歴史歴史史史史史史 伝伝伝伝伝伝統伝統伝統伝統伝統統に統統に統に統にに誇にに誇にに誇誇誇誇誇誇誇り誇り誇り誇り誇りりをりをりをりをりをを持をを持を持を持持ち持持ち持持ちちちちちちちち
　　　より素晴らしい地域を創造する人になろう　よよよよよよよよりよりよりよりよよりりりり素りり素りり素素素素素素素素素晴晴素晴晴素晴晴晴ら晴ら晴ら晴ら晴ら晴ららしらしらしらしららししししいししいししいいいいいいいいい地地地い地地い地地地域地域地域地域地域地域域域を域を域を域を域を域ををを創を創を創を創をを創創創創創創創創造造造造造造造造す造す造す造す造す造すするするするするするするるる人る人る人る人るる人人人人人人人人ににににににににななにななになななろなろなろなろなろなろろろうろうろうろうろろううううううううよよよよよよりよりよりりり素りり素素素素素素晴晴素晴晴晴ら晴ら晴ら晴らららしらしらしししいししいいいい地地い地地地域地域地域地域域を域を域を域ををを創を創を創創創創創造造造造造す造す造す造すするするするするるる人る人る人人人人人にににににななになななろなろなろなろろろうろうろううううう
　　　　　　　　自我形成の背景ともなる郷土の自然や文化、歴史、伝統等に愛着を持ち、自自自自我我形我形我形我形形形成形成形成形成成の成の成の成の背背景の背背景景景と景と景と景ともともともももななもなるる郷る郷る郷郷郷土郷土郷土郷土の土の土の自然自然自然自然然然や然や然や然や文や文や文文文化化化、文化化 歴歴、歴歴歴史歴史歴史歴史史史、伝史、史 伝伝伝統伝統伝統伝統統等統等統等統等等に等に愛等に等 愛愛愛着愛着愛着愛着着を着を着を着を持を持を持持持ちち、持ち、、自自自我形我形我形形成形成形成成成の成の背景の背背景景と景と景とともともともなもななる郷る郷る郷郷土郷土郷土土土の土の自然自然自然然や然や然やや文や文や文化文化化 歴歴歴歴史歴史歴史史 伝史史 伝伝統伝統伝統統等統等統等等に愛等に等に愛愛着愛着愛着着を着を着をを持を持を持ち持ちち 個性を個個個個個性個性個性個性性をを性を個個個個性個性個性を性をを
　　　　　生かし広く社会に貢献できる行動力を培う。　　　 　生生生生生生生か生か生か生か生か生かし広し広かし広し広かし広広広く広く広く広く広広くく社く社く社く社く社く社社会社会社会社会社会社会にに貢に貢に貢に貢にに貢貢献貢献貢献貢献貢献貢献献で献で献で献で献で献 ききるきるきるきるききるる行る行る行る行る行る行行動行動行動行動行動行動動力力力を動力力を動力力をを培を培を培を培を培を培培う培う培う培う培う培う。。。生生 広広くく社社会 貢貢献献 行行動力をを培培う

一つ　社会の一員として人の道をわきまえ、良心に背く一一一つつつつつつつつつつつ　社社社社社社社会社会社会社会社会会会の会会の会のののののの一の一員員員員員員員と員と員と員と員とととととしししししてててててて人て人て人て人て人人人の人の人の人の人のの道の道の道の道道道道道道道ををををををわをわをわをわわきわきわきわききききまきまきまきまきまままままええええええ、え、、良良良良良良良心良心良心良心良心心心に心心ににににににに背背に背背背背く背く背く背く背くくくくくく一一つつ一一つつつつつつつつつつつ 社社社社社社社会社会社社会社会社会会会の会会の会会のののののののの一一員員員一員一員と員と員員と員と員とととととととしししししててててて人て人て人て人て人て人人人の人の人の人の人の道の道のの道の道の道道道道道道道をををををををわをわをわをわをわをわわきわきわきわきわきわききまきまききまきまきまままままままえええええええええ 良良良良良良良心良心良良心良心良心心心に心心に心心にににににに背背に背背に背背背く背く背く背く背く背くくくくくくく
　　　ことのない人になろう　ここここここことことことことことととのととのとのののののののななのななのなないないないないないいい人い人い人い人い人人人人人に人人に人人ににににににななななななろなろなろなろなろろうろうろうろうろううううううううこここことこことことこととととのととのののののなのななのなななないないないない人い人い人い人い人人人人に人人ににににになななななななろなろなろなろうろろうろうろうううううう
　　　　　　　　　　社会規範や慣習にのっとった振る舞いができるとともに、他者との共生や社社社社会会規会規社会規規規範規範規範範や範や範やや慣慣習や慣習習に習に習ににのにのにのっのっっととっとっとっったったった振た振振振る舞る舞振る舞舞舞い舞い舞いがいがががでできが きるきるきるるとるとるととととととももにもにもにに、に、に、他他者他者者者と者とのとのとの共の共共共生生や生や共生やややや社社社社社会会規社会規会規規規範規範規範範範や範や範や慣慣習や慣慣習習習に習に習ににのにのにののののっとととったたった振た振た振た振振る舞振る舞る舞舞舞い舞い舞いいがいがいができがででききるきるきるるとるとるとととととももにもにもにににに 他他者他他者者者と者者ととのとのとの共の共の共の共共生生や共生や生やややや他人へ他他他他人他人他人人へへへ人他他他他他人他人他人他人人へ人へへ
　　　　　の配慮など、社会人として恥じない人間性を培う。　　　 のののののの配の配の配の配の配配慮慮慮な配慮慮な配慮ななどなどなどなどなどどどど、ど、社社会社社会社会会人会人会人会人会人と人と人と人と人ととししとししとしてて恥て恥て恥て恥て恥じ恥じ恥じ恥じ恥じなじなじなじなじないい人い人い人い人い人人間人間人間人間人間間性間性間性間性間性性を培を培性を培を培性を培培う培う培う培う培うううう。う。のの配慮ななどど 社会会人人として恥恥じじな 人人間間性を培培うう

一つ　夢や目標に向けて何事にも挑戦し、世界に羽ばたくつつつつつつつつ　夢夢夢夢夢夢や夢や夢や夢やややややや目目目目目標標標標標標に標に標に標ににに向に向に向に向向向向け向向けけけけけけててててて何て何て何て何何事何事何事何事事事に事に事に事ににににににもももももも挑挑も挑挑挑戦挑戦挑戦挑戦戦戦戦し戦戦しししし、しし、、、、、世世世世世界世界世界世界界界に界に界に界にににに羽にに羽羽羽羽羽羽羽ばば羽ばばばたばたばたばたたくたくたくたくくくくくく一一つつ一一つつつつつつつつつつつ 夢夢夢夢夢夢夢や夢や夢夢や夢や夢ややややややや目目目目目目標標標標標標標に標に標に標に標に標にに向に向にに向に向に向向向け向向け向向けけけけけけけててててててて何て何て何て何て何て何何事何事何事何事何事何事事に事に事事に事に事にににににににももももももも挑挑も挑挑も挑挑挑戦挑戦挑戦挑戦挑戦挑戦戦戦し戦戦し戦戦ししししししし 世世世世世世世界世界世界世界世界世界界に界に界界に界に界ににに羽にに羽にに羽羽羽羽羽羽羽羽ばば羽ばば羽ばばばたばたばたばたばたばたくたくたくたたくたくたくくくくくくくく
　　　人になろう　　　人人人人人人人に人に人に人に人ににになにになになななななななろろなろろなろろうろうろうろうろうううううう人人人人人人に人人に人に人にになにになににななななななろなろろなろろろうろうろうろうろうううううう
　　　　　　確かな知恵を身につけるとともに、常に創意と工夫をこらしながら実践し、　　　 　　確確確かかななな知な知知恵知恵恵をを身身身に身ににつにつけけるるとるととととととももにに、に、、常常常に常にに創創意創意意意と意とと工と工工夫夫ををこをここらこららししなながなががらがらら実実実践践践しし、し、確確確確確かかな確かかななな知な知な知知恵知恵知恵知恵 身恵をを身恵をを身身身身に身に身にににつにつにつけつけつけつけるるとるとるとととととととととももとももにににに 常常常常常に常に常に常にに創創意に創意創意意意と意と意とと工と工と工と工工夫夫工夫夫ををこをこをここらこらこらこららししらししなながながながががらがらがらら実実ら実実実践践し実践践ししししし グログググログググググログロロ
　　　　　ーバルな時代を逞しく生き抜くことのできる力を培う。　　　 　ーーーバーババババルルルなバルルななな時な時な時な時時代時代時代時代時代代をを逞代をを逞代 逞逞し逞し逞し逞し逞しくしくしくしくく生生生生きき抜き抜き抜き抜抜く抜く抜く抜く抜くここくここく とのとのとのとののでのでのでのでできできできできるる力るる力力力を力を力を力を力を培を培を培を培培培う培う培う培う。培 。。。バババルなな時な時時代時代代をを逞逞し逞ししくしく生生き抜き抜抜く抜くくこととのでのでできできるる力力を力をを培を培培う培う

これらのことを受け、こここここここれれれれれられられららのらのらのののこのこのこここここととととをををを受を受を受受受け受け受けけけけ、け、、、こここここここここここれれれれれれれれられられられられられられらららのらのらのらのらのらののこのこののこのこのここここここことととととととをををををををを受を受を受を受を受を受を受受け受け受け受受け受け受けけけけけけけけ、、
　　　　特に家庭教育における親（保護者）の役割を　　特特特特特特特に特特ににににににに家家に家家家庭家庭家庭家庭庭庭教庭教庭教庭教教教育教育教育教育育育育育育育にに育にににおにおにおにおおおけおけおけおけけけるけるけるけるるるるるる親親親親親親親親親（保（保（保（保保保護保護保護保護護護護者護護者者者者者者者））者））のののののの役の役の役の役役役役割役役割割割割割割割をを割をををををを特特特特特特特に特特に特特にににににににに家家に家家に家家家庭家庭家庭家庭家庭家庭庭教庭教庭教庭教庭教庭教教育教育教教育教育教育育育育育育育育にに育にに育にににおにおにおにおにおにおおけおけおおけおけおけけるけるけけるけるけるるるるるるる親親親親親親親親親親親親（保（保（保（保（保（保保護保護保保護保護保護護護者護護者護護者者者者者者者者））者））者））ののののの役の役の役の役の役の役役役割役役割役役割割割割割割割割をを割をを割をををををををを
　　　　十分に踏まえ、家族の絆を大事にしながら、　　十十十十十十十分十十分十分分分分分分分に分に分に分に分にに踏に踏に踏に踏に踏踏踏ま踏ま踏ま踏ま踏まままえままえまええええええ、、、、家家家家家家家族家族家族家族家族族族の族の族の族の族のののののの絆絆絆絆絆絆絆を絆を絆を絆を絆をを大を大を大を大を大大大事大事大事大事大事事事事事事にににににににししにししにししなしなしなしなしななながながながながなががががががらららららら、、、、十十十十十分十十分十十分分分分分分分に分に分に分に分にに踏に踏に踏に踏に踏踏ま踏踏ま踏ま踏ままえままえままええええええ 家家家家家家族家族家族家族家族族族族の族の族ののののの絆絆絆絆絆絆を絆を絆を絆を絆をを大を大を大を大を大大事大大事大事大事事事事事事にににににしにししにしししなしなしなしなしなながなながながなががががががららららら
　　　　健康で明るい家庭を築くよう努めよう　　　　健健健健健健健健健康健健康健健康健康康康康康康康康でで康でで康ででで明で明で明で明で明で明明明る明る明る明る明明るるるるいるるいるるいいいいいいいいい家家家い家家い家家家庭家庭家庭家庭家庭家庭庭庭を庭を庭を庭を庭を庭ををを築を築を築を築をを築築築築築築築築くくくくくくくよよよよよよようようようようようよううう努う努う努う努うう努努努努め努努め努努めめめめめめめめめよよめよよめよよようようようようようよううううううう健健健健健康健健康康康康康康でで康ででで明で明で明で明明明る明る明るるるいるるいいいい家家い家家家庭家庭家庭家庭庭を庭を庭を庭ををを築を築を築築築築築くくくくよよよよようようようよううう努う努う努努努め努努めめめめめめよよめよよようようようよううううう

特集：喜多方市人づくりの指針
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指針の具
現化と実
践への期待

家庭に期待すること

心身ともに健やかな成長を願い、家庭の教育

力の向上を図る。

①教育の原点は家庭にある」ということを自覚
　し、学校・地域との連携を図る。
②子育ては自分育てであることを自覚し、親（保
　護者）としてひた向きに生きる姿を子どもに
　示す。
③一人ひとりが家庭を大切にし、強い絆で結ば
　れた家庭をつくる。
④子どもにおもねることなく、強い心と自立心
　を育て、良心に背かない生き方を育む。

学校に期待すること

全教育活動において児童生徒個々の個性を生

かしながら、自ら学ぼうとする心、自ら考え、

判断し、行動する能力の育成を図る。

　なお、児童生徒のめざす姿として、「未来を
拓く喜多方人」を受け、行動目標「なかよく たく
ましく 生きる」を設定した。

①命の尊さを理解させ、互いの個性を生かし、
　共に高め合いながら、徳、知、体、意（意
　志力）の調和のとれた人づくりに努める。
②専門職としての教師の意欲と実践的指導力
　のさらなる向上を図る。
③郷土の自然や文化、歴史等を理解させ、家庭
　や地域との連携・協力のもとに道徳教育の充
　実を図る。
④特色ある学校づくりの推進を図る。
⑤保護者や地域との連携による開かれた学校づ
　くりを経営ビジョンに位置づけ、推進に努める。

行政や関係機関に期待すること

指針の具現化へ向け、推進計画を立て実践す

る。

①指針の普及啓発に努める。
②親（保護者）を対象とする学習機会や相談・
　支援体制の充実を図る。
③指針の具現化と実践に努める。

地域社会に期待すること

公民館、各種団体等においては、地域の自然

や伝統文化を生かし、かつ、幅広い人々との

ふれあいを通し、地域で子どもを育てる力を

高める。

①「地域の子どもは地域で育てる」という連帯
　意識を高める。
②活動を通して社会規範や他者への対応など
　の能力を高める。
③子どもの健全育成のため、安全で安心な望
　ましい地域環境づくりに努める。
④ボランティア活動や福祉活動など、豊かな体
　験の機会を増やす。



　広報きたかた　2011.9◯　◯◯

特集：喜多方市人づくりの指針

児童生徒
がめざす
姿

人
を
思
い
や
り  

敬
い
ま
す

　
　

○ 

お
年
寄
り
や
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を
い
た
わ
る

　
　

○ 

困
っ
て
い
る
人
や
悩
み
の
あ
る
人
を
助
け
励
ま
す

　
　

○ 

先
人
や
目
上
の
人
、
親
、
先
生
を
敬
う

「
こ
ん
に
ち
は
」
「
ど
う
ぞ
」
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
ま
す

　
　

○ 

明
る
い
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
　

○ 

ゆ
ず
り
合
い
の
心
や
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

　
　

○ 

人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
素
直
に
伝
え
る

　
　

○ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
高
め
る

勉
強
に
励
み 

体
を
鍛
え
ま
す

　
　

○ 

本
気
に
な
っ
て
勉
強
に
取
り
組
み
、
学
ぶ
喜
び
を
体
得
す
る

　
　

○ 

進
ん
で
読
書
を
し
、
本
を
読
む
楽
し
さ
を
知
る

　
　

○ 

規
則
正
し
い
生
活
を
し
、
進
ん
で
運
動
す
る　

　
　

○ 

自
他
の
命
を
大
切
に
す
る

人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
い
を
し
ま
せ
ん

　
　

○ 

良
心
に
そ
む
く
行
い
を
し
な
い

　
　

○ 

社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
ま
り
の
大
切
さ
を
知
る

　
　

○ 

う
そ
を
つ
い
た
り
人
を
だ
ま
し
た
り
し
な
い

　
　

○ 

人
を
い
じ
め
た
り
、
差
別
し
た
り
、
卑
怯
な
ま
ね
は
し
な
い

　
　

○ 

あ
や
ま
ち
は
素
直
に
認
め
、
反
省
す
る

　
　

○ 

礼
儀
を
身
に
つ
け
、
こ
と
ば
づ
か
い
を
正
し
く
す
る

喜
多
方
を
誇
り 

社
会
に
役
立
ち
ま
す

　
　

○ 

喜
多
方
の
自
然
や
文
化
・
歴
史
・
伝
統
の
良
さ
を
知
り
、愛
す
る
心
を
持
つ

　
　

○ 

社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
進
ん
で
行
う

　
　

○ 

み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
よ
い
生
活
の
場
を
つ
く
る

　
　

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
ん
で
行
う　

　
　

○ 

地
域
の
行
事
に
進
ん
で
参
加
す
る

わ
た
し
た
ち
は
　
く
じ
け
な
い
強
い
心
を
持
っ
て
　
目
標
に
向
か
っ
て
や
り
ぬ
き
ま
す

　
　

○ 
夢
を
持
ち
、
目
標
に
向
か
っ
て
く
じ
け
ず
に
最
後
ま
で
努
力
す
る

　
　

○ 
ま
わ
り
の
誘
惑
や
自
分
の
弱
さ
に
負
け
な
い
強
い
心
を
持
つ

　
　

○ 
学
ん
だ
こ
と
は
工
夫
を
も
っ
て
実
行
し
や
り
と
げ
る

　
　

○ 

広
い
視
野
に
立
ち
、
大
き
く
羽
ば
た
く
意
欲
を
持
つ

「
な
か
よ
く 

た
く
ま
し
く 

生
き
る
」
に
込
め
ら
れ
た
内
容

○  

人
を
思
い
や
り　

敬
い
ま
す

○  「
こ
ん
に
ち
は
」「
ど
う
ぞ
」

　

 「
あ
り
が
と
う
」
を
言
い
ま
す

○  

勉
強
に
励
み 
体
を
鍛
え
ま
す

○  

人
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
い
を

　

 

し
ま
せ
ん

○  

喜
多
方
を
誇
り 

社
会
に
役
立
ち

　

 

ま
す

わ
た
し
た
ち
は　

　

く
じ
け
な
い
強
い
心
を
持
っ
て　

　

目
標
に
向
か
っ
て
や
り
ぬ
き
ま
す

な
か
よ
く 

た
く
ま
し
く 

生
き
る

う
や
ま

は
げ

ほ
こ

き
た

は
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き
た
か
た
大
使
委
嘱
状
交
付
式
並
び
に

意
見
交
換
会
は
７
月
１４
日
、
東
京
都
内
の

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
来
賓

に
市
議
会
か
ら
佐
藤
昭
大
議
長
を
迎
え
、

「
き
た
か
た
大
使
」
制
度
は
、
県
内
外
の

各
界
で
活
躍
中
の
本
市
出
身
者
や
本
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
を
委
嘱
し
、
本
市
の
Ｐ

Ｒ
活
動
の
推
進
や
本
市
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
本
年
度
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。

市
長
を
は
じ
め
市
の
幹
部
職
員
な
ど
が
出

席
し
ま
し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
山
口
市
長
が
出

席
さ
れ
た
１８
人
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

委
嘱
状
を
手
渡
し
、
今
後
４
年
間
の
本
市

発
展
の
た
め
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

市
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓
の
佐
藤

昭
大
市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
席
者
の
紹
介
に
続
き
、
市
か

ら
「
平
成
２３
年
度
喜
多
方
市
の
重
点
事
業

に
つ
い
て
」「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
本

市
の
状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

委
嘱
状
交
付
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

意
見
交
換
会
で
は
、「
震
災
に
負
け
な
い

元
気
な
〝
き
た
か
た
〞
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

大
使
の
皆
さ
ん
か
ら
の
主
な
意
見
や
提

言
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

『
震
災
に
負
け
な
い

元
気
な
〝
き

た
か
た
〞
を
目
指
し
て
』
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
会

きたかた大使一人ひとりに委嘱状が手渡さ
れました

3列目左から 岩瀬洋一総務課長、上野光晴産業部長、坂内孝夫市民部長、中川善一建設部長、菅野康裕総合政策部長、
　渡邊俊明総務部長、荒川新一郎議会事務局長
2列目左から　菅井一良教育長、秋元茂大使、渡部速夫大使、横井千香子大使、小林正紀大使、佐野和弘大使、
　黄川田幸一大使、中原明大使、長田仁之大使
前列左から 小椋義友大使、須磨章大使、田邊勝二大使、加藤善之大使、佐藤昭大市議会議長、山口信也市長、
　田中啓介大使、羽山泰弘大使、鈴木雅史大使、佐藤賢太郎大使、冠木雅夫大使

『
き
た
か
た
大
使
』
を
委
嘱

喜
多
方
の
魅
力
全
国
Ｐ
Ｒ
な
ど

本
市
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
応
援
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大
使
か
ら
の
主
な
意
見
・
提
言

●
仲
町
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
取
り
払
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
日
よ
け
が
あ
っ
た
方
が
い

い
で
す
し
、
雨
が
降
っ
た
と
き
に
も
パ
ッ

と
入
れ
ま
す
。
人
が
憩
え
る
よ
う
な
形
に

何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

●
先
日
、
震
災
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
ら
、

市
長
さ
ん
は
す
ぐ
決
断
さ
れ
て
、
喜
多
方

の
安
全
の
放
射
線
の
地
図
を
添
え
て
資
料

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
原
発
に
よ
っ
て

何
を
す
べ
き
か
と
い
う
と
き
に
、
ま
ず
こ

う
い
う
こ
と
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
１１
日
に
、
日
本
人
の
価
値
観
が
か

な
り
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
の
幸
せ
と
い
う
の
は
本
来
ど
う
い
う活発な意見が交わされた意見交換会

氏　　　名 主 な 職 業 など
青 木 高 夫 本田技研工業㈱総務部 部長
秋 元 　 茂 秋元工業㈱代表取締役社長
阿 部 　 肇 仙台大学 准教授
石 堂 常 世 早稲田大学 教授

小 椋 義 友
熱塩加納ふるさとネットワーク会
議 顧問

小野瀬 順治
㈱リクルートキャリアコンサルテ
ィング キャリアカウンセラー

加 藤 善 之 会津喜多方会 会長
冠 木 雅 夫 ㈱毎日新聞社 論説委員長
唐 橋 ユ ミ アナウンサー
黄川田 幸一 大栄電気㈱ 代表取締役社長
小 林 正 紀 元千葉工業大学 准教授
齋 藤 昌 三 杏林大学 名誉教授
佐藤  賢太郎 彫刻家
佐 野 和 弘 東京塩川会 世話人代表

鈴 木 雅 史
㈶工業所有権協力センター 半導体
製造関連特許調査業務

須 磨 　 章
NHKエンタープライズ シニア･エグ
ゼクティブ･プロデューサー

田 中 啓 介 学校法人啓倫学園 理事長
田 邊 勝 二 写真作家

中 川 明 子
日本貿易振興機構（ジェトロ） 仙台
貿易情報センター 所長

長 田 仁 之 ひと組 代表
中 原 　 明 ㈱麺食 代表取締役社長
羽 山 泰 弘 芝園開発㈱ 取締役 特別顧問
坂内 善次郎 日本体育施設㈱ 代表取締役会長
堀 内 孝 雄 歌手
横井 千香子 ㈱キュービタス 顧問
渡 部 速 夫 ㈱京王プラザホテル 常勤監査役

きたかた大使の皆さん
（敬称略　五十音順）

こ
と
な
の
か
を
含
め
て
、
ま
ず
は
子
ど
も

た
ち
の
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
に
、
実
業
界
で
あ
る
程
度

経
験
さ
れ
た
方
が
校
長
先
生
に
な
っ
て
、

世
の
中
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
よ
、
と
い

う
こ
と
を
教
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ

っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
結
構

成
功
し
て
い
る
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

●
こ
の
地
震
に
お
い
て
大
事
な
の
は
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
と
か
信
頼
だ
と
思
い
ま

す
。
喜
多
方
に
は
信
頼
た
り
得
る
人
た
ち

が
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
出
し
て
い

く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
喜
多
方
は
何
が
個
性
か
と
言
っ
た
ら
ラ

ー
メ
ン
も
個
性
で
す
が
、
そ
の
前
に
蔵
が

個
性
だ
と
思
い
ま
す
。
花
も
い
い
、
ボ
ー

ト
も
い
い
で
す
が
、
お
金
を
か
け
る
と
こ

ろ
に
は
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
生
き

残
っ
た
人
も
何
と
か
や
っ
て
い
け
る
、
復

興
で
き
る
の
で
す
。
喜
多
方
に
は
祭
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
生

か
す
宣
伝
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
せ
っ
か
く
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
と
い
う
良

い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強
い
心
を
持

っ
て
大
き
く
伸
ば
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

●
喜
多
方
も
含
め
塩
川
は
阿
賀（
野
）川
の

船
着
場
だ
っ
た
、
そ
う
い
う
場
所
で
あ
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
、
新
潟
と
の
交
流
を
も
っ
と

深
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
こ
の
震
災
が
起
き
て
か
ら
市
役
所
に
電

話
し
た
の
で
す
が
、
電
話
が
終
わ
っ
て
職

員
が
先
に
電
話
を
切
る
の
で
す
。
不
快
を

感
じ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、
人
間
の

心
の
世
界
を
大
き
く
包
む
一
端
で
あ
る
こ

と
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
農
家
の
方
々
は
伝
統
を
守
る
こ
と
に
熱

心
で
、
儲
か
る
農
作
物
を
作
る
こ
と
は
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
苦
手
で
す
。
農
家
の
儲

け
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
前

も
っ
て
意
見
が
あ
る
方
に
は
出
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
事
前
に
各
大
使
に
配
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
大
使
の
意

見
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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市
で
は
、
新
本
庁
舎
建
設
に
係
る
基
本

設
計
の
設
計
者
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
り
選
定
す
る
た
め
、「
新
本
庁
舎
建

設
基
本
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委

員
会
」
を
設
置
し
、
去
る
８
月
１
日
、
市

長
公
室
に
お
い
て
、
委
員
の
委
嘱
お
よ
び

第
１
回
審
査
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
査
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
や
公
募

に
よ
る
市
民
の
方
な
ど
８
人
の
委
員
か
ら
な

り
、
委
員
長
に
東
京
大
学
大
学
院
の
中
井

祐
教
授
が
、
副
委
員
長
に
会
津
大
学
短
期

大
学
部
の
時
野
谷
茂
教
授
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

関
係
行
政
機
関
や
団
体
の
代
表
者
、
公

募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
男
女
共
同
参

画
審
議
会
は
、
平
成
２２
年
度
の
諸
施
策
の

実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
意
見

を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
「
目
標

を
上
回
る
施
策
が
多
く
、
概
ね
計
画
の
と

お
り
進
捗
し
て
い
る
と
認
め
る
」
と
し
、

８
月
１１
日
に
同
審
議
会
会
長
山
﨑
信
子
氏
、

副
会
長
高
澤
嶽
氏
か
ら
市
長
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。（
意
見
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
）

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎(

２４)

５
２
０
８

 市政トピックス

郡
山
の
被
災
企
業
が
喜
多
方
に
工
場
立
地
を
決
定
し
ま
し
た

７
月
２９
日
、
市
と
郡
山
精
機
株
式
会
社

は
、
企
業
立
地
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
５
月
に
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
ま
た
は
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影

響
で
移
転
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
た

に
喜
多
方
市
内
に
お
い
て
操
業
す
る
企
業

を
支
援
す
る
た
め
「
東
日
本
大
震
災
被
災

等
企
業
立
地
支
援
助
成
金
」
を
創
設
し
ま

し
た
が
、
そ
の
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

商
工
課
企
業
立
地
推
進
室

☎（
２４
）５
２
４
７

問問問問

●
新
本
庁
舎
基
本
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会

●
東
日
本
大
震
災
被
災
等
企
業
立
地
支
援
協
定

●
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
意
見
書
提
出

新
本
庁
舎
基
本
設
計
の
設
計
者
を
選
定
し
ま
す

と
も
に
創
る
男

わ
た
し
た
ち女

の
社
会
を
め
ざ
し
て

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
募
集
期
間
は
、
８
月
１０

日
か
ら
９
月
２０
日
ま
で
。
そ
の
後
、
第
一
次
、

第
二
次
の
２
段
階
の
審
査
を
経
て
設
計
者
を

選
定
し
ま
す
。

１０
月
２４
日
に
実
施
さ
れ
る
第
二
次
審
査

で
は
、
公
開
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
課
本
庁
舎
建
設
準
備
室

☎（
２４
）５
２
６
７

問問▲委嘱状交付式

▼第１回審査委
員会の様子
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喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
７
月

か
ら
合
同
練
習
や
練
習
試
合
を
重
ね
実
力

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
個
人

の
実
力
ア
ッ
プ
と
チ
ー
ム
の
結
束
力
を
強

化
し
、
大
会
本
番
に
臨
み
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
初
戦
は
１０
月
１
日

に
行
わ
れ
、
第
２
試
合
で
小
野
町
と
白
河

市
の
勝
者
と
対
戦
し
ま
す
。

合
同
練
習
な
ど
で
チ
ー
ム
の
結
束
力
と
実
力
を
強
化

チ
ー
ム
の
初
戦
は

１０
月
１
日（
土
）

第
５
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
は
９
月
１７
日
か
ら
１０
月
１０
日
ま
で
、
県

営
あ
づ
ま
球
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
県
内
５６
市
町
村
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
並
み
い
る
強
豪
を
相
手
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜

き
見
事
３
位
入
賞
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
以
上
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
決
勝
戦
ま

で
）は
、
次
の
と
お
り
５
試
合
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
１０
月
１
日（
土
）午
前
９
時
４５
分
〜

●
１０
月
８
日（
土
）午
前
９
時
４５
分
〜

●
１０
月
９
日（
日
）午
前
９
時
４５
分
〜

●
１０
月
１０
日（
月
）午
前
８
時
〜

午
前
１１
時
３０
分
〜

  

喜
多
方
市
チ
ー
ム
の
試
合（
予
定
）

ゼロからの出発

みんなで応援しよう！

ム
第５回市町村対抗

福島県軟式野球大会

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）
区　　分 氏　　　名 所属チーム名
代　　　表 佐々木五郎 喜多方野球協会
代 表 補 佐 小椋　幸五 喜多方野球協会
監　　　督 渡部　洋一 飯塚ファミリーズ

コ　ー　チ 小椋　正志 コープあいづ野球部
野辺　良一 宮川イーグルス

マネージャー 栗城　茂光 喜多方市役所野球部
スコアラー 村岡　武幸 コープあいづ野球部
主　　　将 渡部　正幸 上三宮エラーズ

投　　　手

蓮沼　祐二 大沢ブラックス
大金　進輔 喜多方広域消防
遠藤　和正 会津信用金庫
生江　　誠 オリンパス
黒沢　圭太 マッドオウル
蓮沼　優介 ＳＴＫ

捕　　　手

瓜生　泰和 オール喜多方クラブ
峯岸　伸壽 ＣＨＵＳＵＮＳ
田崎　大輔 ラッキーストライク
本間　翔太 テクノアカデミー浜

内　野　手

目黒　大樹 飯塚病院野球部
猪俣　昌也 竹田病院野球クラブ
原　　道夫 宮川イーグルス
佐藤　仁志 三菱伸銅
佐藤　仁彦 会津信用金庫
長沢　茂充 ＳＴＫ
齋藤　　司 飯塚病院野球部
星　心太郎 ラッキーストライク

外　野　手

渡部　寿一 飯塚病院野球部
黒沢　孝弘 グラフティーズ
加藤　洋輔 ＳＴＫ
秋山　大樹 飯塚病院野球部
佐藤　親一 会津信用金庫
大八木直希 ラッキーストライク

※8月24日現在

　昨年の大会では、選手達が予想
以上のチームワークを発揮し、第３位
となることができました。しかし今年
は選手の入れ替えもあり、チームとし
てはゼロからの出発と考えています。
　これまでの全体練習で選手間の
コミュニケーションも良くなってき
ており、「まず１点、まず１勝」を目
標に頑張りますので、ぜひ、あづま
球場に足を運んでいただき、昨年
以上の皆様の応援をお願いします。

喜多方市チーム
監　督

渡部洋一さん



生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！
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スポーツフェスティバル2011inきたかた
※種目により、開催日時、会場、申し込み方法などが異なり

ますのでご注意ください。　　　　　　　　　　ボート体験教室
親子でも参加できるボート教室！

日　　時　10月9日（日）　午前9時～正午
会　　場　県営荻野漕艇場（高郷町）
対　　象　小学生以上　
参加費　無料
準備品　動きやすい服装など
問 申　  　高郷総合支所教育課
　　　　　　　　☎0241(44)-2263
問 問 申　申問 申

問 申

　　　　　　　　　エアロビクス教室
リズミカルな動きや、ヨガを取り入れた動きも

運動不足解消、健康づくりに！

日　　時　10月9日（日）　午前9時30分～正午
会　　場　山都体育館（山都町）
対　　象　小学生以上　
参加費　無料
準備品　動きやすい服装、室内シューズなど
問 申　  山都総合支所教育課
　　　　　　　☎(38)2053

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パラグライダー体験教室
基本動作、操作を学びショートフライトを体験！

日　　時　10月9日（日）　午前9時～正午
会　　場　三ノ倉スキー場（熱塩加納町）
対　　象　小学生以上　（定員15人）
参加費　無料
準備品　長袖、長ズボンの動きやすい服装など
問 申　  熱塩加納総合支所教育課
　　　　　　　☎(36)2117

問 問 申　申

問 問 申　申

問 申

やってみんべぇ！（ニュースポーツ）
はかってみんべぇ！（体力テスト）
ニュースポーツ体験（リングゴルフ、ヒットだ！ター

ゲットなど）、体力テスト～体力年齢測定～

日　　時　10月9日（日）　午前9時～正午
会　　場　押切川公園体育館
対　　象　体力テストは小学生以上　
参加費　無料
準備品　動きやすい服装、室内シューズなど
問 申　  生涯学習課スポーツ振興係☎(23)2116

チャレンジフェスタin塩川 ～いい汗かこう。全員集合～
個人、団体で気軽に参加できるスポーツイベント！（えごま豚のメンチカツサービス）

[個人種目]ストラックアウト、グラウンドゴルフ、リフティング競技、風船割りほか。

[団体種目]長なわとび(7人)、バスケットボールフリースロー(3人)

このほか、体力テスト、親子コーディネーショントレーニングなど

※コーディネーショントレーニング…遊びの動きなどから、運動能力や運動神経を鍛える

日　　時　10月10日（月•祝）　午前8時30分～正午
会　　場　御殿場公園運動広場（塩川町）
対　　象　小学生以上、親子コーディネーショントレーニングは5歳～小学2年生　
参加費　無料
準備品　動きやすい服装
問 申　  塩川総合支所教育課　☎(27)4174
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市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に
指
定
す

る
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

９
月
５
日
か
ら
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で

◆
指
定
す
る
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

（
河
東
町
南
高
野
字
金
剛
田
）

◆
助
成
額（
会
津
若
松
市
民
料
金
と
の
差
額
）

○
大
人

１
回
２
６
０
円

○
高
校
生

１
回
２
１
０
円

○
小
中
学
生

１
回
１
０
０
円

※
通
常
の
プ
ー
ル
利
用
料
金（
２
時
間
）

○
大
人

１
回
７
８
０
円

○
高
校
生

１
回
６
３
０
円

○
小
中
学
生

１
回
３
１
０
円

◆
手
続
き

助
成
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
教
育
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
23
）
２
１
１
６

９
月
18
日（
日
）、
各
町
の
代
表
選
手
が

高
郷
総
合
支
所
前
か
ら
、
押
切
川
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
ま
で
の
11
区
間
で
健
脚
を
競

い
ま
す
の
で
、
沿
道
で
の
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
会
コ
ー
ス
周
辺
で
は
混
雑
な
ど
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
会
運
営
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た
で
、
レ
ー

ス
状
況
や
中
継
所
で
の
様
子
な
ど
が
生
放

送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
激
励
や

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

﹇
Ｆ
Ｍ
き
た
か
た
﹈

周
波
数

78
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

☎（
２２
）１
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２１
）１
７
７
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.fm
-

kitakata.co.jp/

問

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
23
）２
１
１
６

三島神社太々神楽の一幕

問問
申申

≪前半戦≫
スタート　［高郷総合支所前］ 8：40
１区（フリー）･･･　3.0 ㎞
第１中継所　［高郷町川井橋前］ 8：49
２区（フリー）･･･　3.0 ㎞
第２中継所　［山都総合支所前］ 8：58
３区（フリー）･･･　2.2 ㎞
第３中継所　［江原産業前］ 9：05
≪後半戦≫
スタート　［塩川総合支所前］ 9：20
４区（フリー）･･･　3.8 ㎞
第４中継所　［南部製版所塩川工場前］ 9：31
５区（フリー）･･･　4.0 ㎞
第５中継所　［喜多方浄化センター前］ 9：43
６区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9 ㎞
第６中継所　［押切川公園スポーツ広場前］ 9：55
７区（フリー）･･･　4.7 ㎞
第７中継所　［熱塩加納町鈴木建設前］ 10：09
８区･･（フリー）･･･　4.1 ㎞ 
第８中継所　［熱塩加納総合支所前］ 10：21
９区（女子または45才以上の男子）･･･　2.9 ㎞
第９中継所　［三井パーライト前］ 10：30
10 区（フリー）･･･　3.7 ㎞
第 10 中継所　［ほまれ酒造前］ 10：41
11 区（中学男子または40才以上の男子）･･･　3.1 ㎞
ゴール　［押切川公園スポーツ広場］ 10：50
　　　　　　　　　　　　　　　  ※先頭通過予想時間

◆
期
日

９
月
９
日（
金
）

《
第
１
部
》

『
会
津
ま
ほ
ろ
ば
街
道
め
ぐ
り
』

○
時
間
…
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

○
募
集
人
員
…
先
着
25
人

○
見
学
地
…
心
清
水
八
幡
神
社
外

○
案
内
…
石
田
新
吉
氏

《
第
２
部
》

『
三
島
神
社
太
々
神
楽
鑑
賞
会
』

○
時
間
…
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

○
場
所
…
上
三
宮
三
島
神
社

○
解
説
…
懸
田
弘
訓
氏

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
上
三

宮
公
民
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
上
三
宮
公
民
館

☎（
22
）０
９
１
２

第
５
回

駅
伝
競
走
大
会

喜
多
方
市
内
一
周
駅

利
用
助
成
の

屋
内
プ
ー
ル
のの
利

お
知
ら
せ

進
事
業

生
涯
学
習
特
別
推
進街道

め
ぐ
り
と

会
津
ま
ほ
ろ
ばば
街神

楽
の
鑑
賞
会

三
島
神
社
太
々々
神

問問

問問

申申

申申
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結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺

に
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

初
期
の
頃
は
せ
き
や
タ
ン
が
で
た
り
微

熱
が
続
い
た
り
と
、
か
ぜ
に
似
た
症
状
が

現
れ
ま
す
が
、
病
状
が
進
む
と
血
タ
ン
が

で
た
り
、
喀
血
し
た
り
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
肺
が
壊
わ
れ
、
最
後
は
呼

吸
困
難
で
死
に
至
り
ま
す
。

結
核
は
、
結
核
菌
の
混
ざ
っ
た
タ
ン
が

せ
き
・
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
空
気
中
に
飛

び
散
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
う
つ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
空
気
感
染
」

と
い
い
ま
す
。

感
染
し
て
も
す
べ
て
の
人
が
発
病
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
免
疫
機

能
が
働
い
て
、
結
核
菌
の
増
殖
を
抑
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
免
疫
力
が
落
ち
て
結
核
菌
が

体
内
で
活
動
を
始
め
た
と
き
に
発
病
し
ま

す
。
体
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
の
場
合
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

生
後
６
カ
月
ま
で
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
結

核
に
対
す
る
免
疫
を
つ
け
る
こ
と
で
、
た

た
と
え
発
病
し
た
と
し
て
も
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
結
核
・
肺
が
ん
の
早
期
発
見

の
た
め
、
胸
部
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
集
団
検
診
の
み
で
な
く
、

施
設
検
診（
指
定
医
療
機
関
）で
も
受
診
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
１１
月
末
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
方
は
積
極
的

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
市
に
お
い
て
も
、
平
成
２１
年
度

で
は
９
名
の
新
た
な
結
核
患
者
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

結
核
は
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
感
染
症
で

す
が
、
自
分
で
結
核
だ
と
気
づ
か
な
い
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
方
は
結
核
を
疑
い
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
島
県
内
で
は
、
平
成
21
年
に
２
３
６
人
の
方
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
６
割
が
60
歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
人
か
ら
人
に
う
つ
る
感
染
症
で
す
。

自
分
が
結
核
だ
と
気
づ
か
ず
に
周
り
の
人
々
に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

結
核
を
理
解
し
、
感
染
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？

結
核
は
空
気
感
染
し
ま
す

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

症
状
の
あ
る
方
は
す
ぐ
に
受
診
を
！

検
診
で
早
期
発
見

問問

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
予
防
週
間
で
す

●せきが２週間以上続く

●タンが出る

●からだがだるい

●急に体重が減った
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栄養士の

知って役立つ  健康レシピ
《お手軽料理～高齢者向け　№３》

　今回も先月号と同じ、たんぱく質の摂取について

紹介します。

　たんぱく質は体を構成する大切な栄養素で、老

化を遅らせるために毎食欠かさずに摂りたい栄養

素です。

普段から食事作りをしていない方や台所に長い

時間立つことのできない方は、食事に手間をかけ

にくく、食事内容が単調になる傾向があります。

　今月のメニューは、保存食品を利用して、高齢

者の方にも簡単で短時間にできる料理です。

【材料（４人分）】【【材料（４人分）】

マッシュポテトの素50g、鮭フレーク70gママッシュポテトの素50g、鮭フレーク70g

牛乳1カップ、ピザ用チーズ70g、サラダ油適量牛牛乳1カップ ピザ用チ ズ70g サラダ油適量牛 ザ用チ ズ70 サラダ油適量牛 ピザ用チ ズ70 サラダ油プ ピザ用チ ズ サラダ油適牛乳1カップ、ピザ用チーズ70g、サラダ油適量

付け合せ（トマトやきゅうり）付け合せ（トマトやきゅうり）

【作り方】【作り方】

①　牛乳は電子レンジなどで温め、マッシュポテトの①　牛乳は電子レンジなどで温め、マッシュポテトの①　牛乳は電子レンジなどで温め、マッシュポテトの

素と混ぜ合わせる。素と混ぜ合わせる。

けけ②　①に鮭フレークとチーズを混ぜ、人数分に分け②　①に鮭フレークとチーズを混ぜ、人数分に分け

て小判形にする。て小判形にする。

③　フライパンにサラダ油を熱し、②を中火で両面をサラダ油を熱し ②を中火で両面をを③ フライパンにサラダ油を熱し ②を中火で③ パンにサラダ油を熱し ②を中火で両面を③　フライパンにサラダ油を熱し、②を中火で両面を

焼く。焼く。

る。えるえるええ④　皿に③を盛りつけ、野菜をそえ④④ 皿に③を盛りつけ、野菜をそえる。④　皿に③を盛りつけ、野菜をそえる。

＊＊ 鮭入りポテトバーグ ＊＊
今月の

メニュ
ー

他の缶詰、刻んだ野菜など中に入れる物を替えて工夫
できます。

放射線個人積算線量計（ガラスバッジ）の貸し出しについて

市では、妊婦と中学生以下の子どものうち希望する方に対して、より一層の安心の確保と今後の健康管
理を目的として、ガラスバッジを貸し出しいたします。希望される方は下記のとおり申し込みをされるよ
うお願いします。
※　ガラスバッジは、積算外部線量が記録される線量計で、一定期間装着した後、放射線量を専門の機関で
　測定するもので、目視では表示を確認することはできません。

１　実施スケジュール 　　　

10月から２月まで計５回、ガラスバッジの配
付、回収を行い、１カ月ごとに積算外部線量を測
定します。毎月初旬にガラスバッジの配付及び回
収を行います。

２　申し込み締切

 ９月９日（金）
※締切後も随時受け付けいたしますが、その場合
の測定は翌月または翌々月からとなります

３　申し込み場所

①妊婦、幼稚園・保育園に通園していない在宅の
乳幼児、市外に通園・通学している児童・生徒
　→　本庁保健課または各総合支所住民課

②幼稚園・保育園に通園している乳幼児
　→　各園

③小・中学校に通学している児童・生徒
　→　各学校

４　申し込み方法

　所定の様式にて、各申し込み場所で申し込んでく
ださい。（ホームページに様式を掲載しております）
妊婦の方は、必ず母子健康手帳をご持参ください。

５　結果通知について

毎回、回収から約２週間後に通知します。

６　注意事項

　ガラスバッジを破損・紛失した場合は、それまで
着用していた測定は不可能となり、翌月から改めて
測定することになります。
　また、破損・紛失した場合はガラスバッジ代金を
原則自己負担していただくことになりますのでご
注意ください。

≪お問い合わせ先≫
　保健課健康係　☎（２４）５２２３


